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科学技術の発展と会計
一 方法論に関する一試論 一

木 下 照 嶽
（明 星大学）

Ｉ． 科学 技 術の 発達 と会 計

現 代 社 会 は、
’
高 度 情 報 化 社 会 へ の 過 渡 期 に あ る が、 ボ ー ル デ ィ ン グ （Ｋ．Ｅ．Ｂｏｕ１ｄｉ㎎） は、

こ う し た 状 況 を 文 明 社 会 に 対 比 さ れ る 文 明 後 （Ｐｏｓｔ－Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ） 社 会、 ま た は 技 術 的 社 会

（Ｔ㏄ｈｎｏ１ｏｇｉｃａ１Ｓｏｃｉｅｔｙ） と 指 摘 し て い る１〕
。 高 度 情 報 化 時 代 の 到 来 と 組 織 的 に 巨 大 化 す る

現 代 企 業 の 変 化 と、 そ の 経 営 活 動 に よ っ て 生 み 出 さ れ る 商 晶 ・ 製 品 ・ サ ー ビス の 社 会 的 のイ

ン パ ク トが 高 ま る 中 に あ っ て、 企 業 組 織 の 経 営 責 任 は、 文 明 社 会 の そ れ と 比 較 し て 格 段 の 差

異 を 生 じる に 至 っ て い る。

ア シモ フ （Ｉ．
Ａｓｉｍｏｖ） の 「科 学 と 発 見 の 年 表」 に よ れ ぱ、 科 学 技 術 の 発 展 が 経 済 活 動 の

発 展 に 与 え た 影 響 に は、 以 下 の よ う な 加 速 度 的 な 特 質 が み ら れ る３〕
。

１４５４年 印 刷 技 術。 一 … … …・・・・… … … … … … …・… … … … … 一 ・→ 約３００年 闇

１７８０年 産 業 革 命、 自 動 車、 Ｘ 線、 ラ ジオ、 飛 行 機、 流 れ 作 業。 → 約１５０年 間

１９２０年 コ ン ピ ュ ー タ、 中 性 子、 原 子 核、 核 融 合 爆 弾。 ・・…・… … → 約５０年 間

１９７０年 組 換 え ＤＮＡ、 フ ァ イ バ ー 光 学、 フ ロ ン と オ ゾ ン 層。 …… → 約２０年 間

１９９０年 ハ イ テ ク、 情 報 戦 争、 持 続 可 能 な 開 発。 … … … … …・・・… → 約１０年 間

マ ンハ イ ム は技 術 の支 配 に 関 して、 以 下 のよ う に 指 描 して い る。 今 日 の 技 術 に と っ て 最 も

重 要 な 点 は 集 中 化 （Ｃｅｎｔｒａｌｉ２ａｔｉ㎝） を助 長 し、 従 っ て、 少 数 者 支 配 や 独 裁 を 促 進 す る 傾 向

が あ 孔 爆 弾 ・ 航空 機 ・ 機 械 化 部 隊 を 自 由 に 処 置 し、 ま た、 電 話 ・ 電 信 ・ ラ ジオ を コミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンの 手 段 と し、 大 規 模 な 産 業 技 術 や位 層 的 官 僚 機 構 を 用 い て 財 貨 を生 産 し、 分配 し
、

ま た 人 事 を 管 理 す る 場合 に は・ 主 た る 決 定 は 中 枢 的 地 位 か ら 下 さ れ る よ う に な 孔 現 代 社 会

に お い て は 中 枢 的 地 位 が 確 立 さ れ、 計 画 化 が可 能 と な っ た の み な らず 不 可 避と なっ て いる３〕
。

こ の よ う に、 科 学 技 術 の 発 展 は、 伝 統 的 な 社 会 経 済 に 大 き な 影 響 を 与 え る が、 こ う し たイ

ン パ ク ト は 会 計 に対 し て も 大 き な も の と な っ て い 孔 イ ギ リ ス に お い て、 科 学 技 術 の変 化 が

会計に対する影響を、 会計専門職業の立場からより実践的に取り上げて提示した研究成果が

発 表 さ れ て い る。 す なわ ち、１９８４年 に、 会 計 分 野 お よ ぴ 会 計 分 野 以 外 か ら の 広 範 な 範 囲 の 研

究 者 か ら 構 成 さ れ た 「変 化 す る 現 境 プ ロ ジェ ク ト の 認 識」 ［Ｕｎｄｅｒｓｔ㎜ｄｉｎｇ ａ Ｃｈａ㎎ｉ㎎

Ｅｎｖｉｒ㎝ ｍｅｎｔ－Ｐｒｏｊ㏄ｔ （ＵＣＥ），］ と い う 活 動 が
、 ホ ッ プ ウ ッ ド （Ａ．Ｈｏｐｗｏｏｄ） 等 を 中 心 と
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して、イギリス勅許会計士協会の研究委員会で創設され れ

こ の 計 画 は、 従 来 の 研 究 委 員 会 が 特 定 の 会 計 問 題 あ る い は 領 域 に 焦 点 を 置 く と い う 方 法 と

は 全く 異 な っ て、 今 世 紀 の 残 り の１Ｏ年 と２１世 紀 の初 期 に わ た っ て （将 来２０年 間 以 上）、 会 計

が 生 き 残 る ぱか り か、 さ ら に 望 む ら く は、 発 展 し なく て は な ら な い 環 境 の 不 確 実 性 と 変 化 の

影 響 に 光 を 投 じる の が そ の 特 質 と さ れ る９〕
。 ＵＣＥ の 参 加 者 は、 各 界 を 代 表 す る 貴 重 で し か

も魅惑的な考え方の男性や女性で構成され、 私的部門と公的部門の双方の多くの機関による

計 画 研 究 グ ルー プの 将 来 指 向 的 戦 略 観 の 提 示 な ど が そ の 特 質 と な っ て い る’〕
。 こ の 研 究 会 で

討 論 さ れ た 主 要 な 間 題 は・ 以 下 の１１項 目 に 要 約 さ れ て い 孔

ω サ ー ビス 需 要 の 拡 大 一 ① 変 化 す る 社 会 的選 好 を 反 映 す る 新 しい 情 報 要 求、 さ ら に そ う し

た研究領域の拡大に適応する会計測定方法の開発、 ②新しい経済計算形態と独立的評価一

組織的効率性のような価値と業績に関する広い概念を処理し、 財務的関係や活動の変化を

反 映 し、 現 行 の測 定 シ ス テ ム の 明 碓 な 欠 陥 を 処 理 す る。 こ の よ う な 研 究 動 向 は、 社 会 的 組

織や公共部門の活動領域で最も重視され 孔 報告形態の改革・規制・裁申厩の承認等によっ

て、 会 計 事 務 所 は 会 社 の 財 政 状 態 の 保 証 人 と し て 行 動 す る こ と が 厳 しく 求 め ら れ る こ と に

な る。 加 え て、 不 正 行 為、 異 常 行 為 の 探 索 と 規 制 機 関 へ の 報 告 と いう 広 範 な 責 任 は、 監 査

人 と 顧 客 の間 の 関係 を 基 本 的 に 変 更 す る こ と に な る。

１２） 会 計 事 務所 内部 に お け る 新 し い サ ー ビス の 開 発 一 新 し いサ ー ビ ス の 開 発 に よ る 需 要 の 促

進 と 新 規 市 場 へ の 参 入 の 努 力。 こ の よ う な 変 化 の 中 に 会 計 す な わ ち 会 計 担 当 者 の 活 動 と み

なされるものの定義と境界への挑戦と拡大がみられ 孔

１３〕 国 際化 一多 く の 会 計 事 務 所 が 多 国 籍 パ ー ト ナ ー シッ プ形 態 を も ち、 法 人 も 顧 客 も 多 国 籍

な レ ベ ル で の 規 制 対 象 と な っ て い る。 会 計 担 当 者 は グロ ーバ ル な 意 味 で 国 際 経 済 の 影 讐 を

よ り 一 層 考 慮 し なく て は な らな い。

１４〕 競争的現境一競争的環境内での実務の開発は・ 法人相互間の競争の処理という問題にっ

な が る。 競 争 の 特 質 は 将 来 ま す ま す 不 安 定 と な る こ と が 予想 さ れ る。 他 の プ ロ フ ェ ッ ショ

ン に 比 べ た 意 味 で の 会 計 担 当 者 の 地 位 （ス タ ッ フ 構 成、 専 門 知 識） と い う 間 題 が 生 じる。

１５〕 会計法人の発展と協会の役割

上述 し た 現 境 変 化 は、 異 な る 法 人 闇、 異 な る 規 模 の 法人 間 の 業 務 上 の ミ ッ ク ス に お ける 変

化 が 生 じ る。 こ れ が 法 人 と 樹会 の 間 に お い て、 メ ン バ ー シ ッ ブ と 専 門 的 資 格 と の 闇 の靱 帯

の 稀 薄 化、 専 門 化 の 認 識 にっ い て 間 題 が 生 じる こ と に な る。

１６） 競争と公衆の利益

専 門 職 業 の 成 功 は、 そ の 能 力 と 役 割 を 一 般 社 会 で認 め ら れ る か どう か に か かっ て い る。 伝

統 的 に 専 門 職 業 は公 衆 の利 益 に 奉 仕 す る 概 念 に 忠 誠 を 誓 っ て き た が、 サー ビス の質、 中 味

を 向 上 さ せ る と い う 点 で は、 例 え ぱ独 立 性 と い う よ う な サ ー ビス の質 に 関す る 別 の 価 値 に
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従 わ な く て は な らな い。 そ こ に 公 共 的 利 益 と 会 計 担 当 者 の 潜 在 的 義 務 と いう 捕 ら え ど こ ろ

の な い 概 念 を 定 義 す る た め に、 裁 判 所 を 利 用 す る こ と が 多 く な る で あ ろ う。

（７〕 産業内部における会計担当者

産 業 の 財 務 的 機 能 の 質 的 変 化 に よ っ て、 会 計 尊 門 職業 は 将 来 ２ つ の 課 題 に 直 面 し て い る。

①専門的能力一伝統的な管理会計の役割上の変化、 組織内部の経済計算の役割の変化、 情

報 技 術 のイ ンパ ク ト、 経 営 怠 志 決 定 と 危 険 負 担 に 関 す る変 化、 ② ス タ ッ フ の 補 充 一長 期 的

に は個 別 的 な 経 営 専 門 職 業 を 発 展 さ せ る と い う 課 題 （教 育、 訓 練、 資 格） が 重 要 と な る。

（８〕 技 術 一 職 業 専 門家 と 顧 客 の 双 方 に と っ て の 熟 練、 ス タ ッ フ構 成 の 必 要 性 （財 務 市 場、 取

引 の 質 的 変 化 に 対応）、 デー タ 処 理、 デー タ ・ べ 一ス の ス ト ッ ク に よ る 財 務 報 告 の 基 盤 の

変 革 に 関 す る 問 題 で あ る。

（９〕 規制環境一職業専門家がこれまで国家規制のもとでの職業上の地位を保持したが、 国家

の 変 化 と と も に 規 制 の範 囲 も そ の 程 度 （詳 細 な 規 制 や 定 義）が 重 要 と な る。

ω 会 計 職 業 専 門 家 に よ る 内 部 的 な 規 制 に 対 す る 宣 任 （メ ンバ ー 自 身 の 活 動、 会 計 基 準 の 形

態 で の 規 制 や 規 範 の 展 開） に 関 す る 問 題 で あ る。

ω 教 育 （技 能 的 ポ ー トフ ォ リ オ） 一 上 記 の１１ト 仙 に適 応 す る 会 計 担 当 者 の 教 育 と訓 練 の 必

要 性。 広 い 経 営 的 技 能 に っ い て 専 門 家 を 訓 練 しな い と、 現 在 の 地 位 を 失 い 狭 小な 職能 専 門

家 に 後 退 し て し ま う。

こ の よ う に・ 高 度 情 報 化 社 会 に お い て は 会 計 に 関 連 す る も の と して、 産 業 構 造 の 変 化、 生

活 の 質 の変 化 に よ る 定 性 的 （非 財 務 的） 情 報 の 重 視、 マ ク ロ 情 報 の必 腰 性、 サ ー ビス 業 務 の

国 際化、 組 織 構造 に お け る 個 人 的 側 面 の 重 視、 組 織 の 長 期 的 維 持 ・ 発 展 性、 制 度 的 諸 改 革、

教 育 ・ 研 究 の 新 し い 秩 序 化 等 が 重 視 さ れ て い る。

皿． 社会 科学 と 白然 科学

こ こ で は、 会 計 あ る い は 会 計 学 が 社会 科 学 と し て 存 立 す る 要 件 を、 自然 科学 の そ れ と 対 比

して 分 析 して み る こ と に し た い。 社 会 科 学 と し て の 会 計 学 方 法 論 に 関 す る 主 要 な 文 献 に は、

年 代 的 に み て 以 下 の も の が み ら れ る５〕
。

ｌ１〕 ブ リ ン ス （Ｔ．Ｒ．Ｐｒｉ㏄ｅ） の 「会 計 理 論 の 領 域 の 拡 大」 （Ｅｘｔｅｎｓｉ㎝ ｏｆｔｈｅ Ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ

ｏｆ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉ㎎ Ｔｈｅｏｒｙ，１９６３。）、 １２）バ ー ク （Ｅ．Ｊ．Ｂｕｒｋ） の 「客 観 性 と 会 計 学 」 （Ｏｂｊｅｃｔｉｖｉｔｙ

ａｎｄ Ａ㏄ｏｕｎｔｉ㎎，１９６４、）、１３〕マ テ シ ッ チ （Ｒ． Ｍａｔｔｅｓｓｉｃｈ） の 「会 計 学 お よ ぴ 分 析 的 方 法」

（Ａ ㏄ｏ ㎜ｔｉｎｇ ａｎｄ Ａ ㎜１ｙｔｉｃａ１ Ｍｅ沁ｏｄｓ，
１９６４．）、 １４）ヘ ン ド リ ク セ ン （Ｅ． Ｓ．Ｈｅｎｄｒｉｋｓｅｎ） 「会

計 理 論」 （Ａ㏄ｏ㎜ｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ，
１９６５．）、 １５〕ア メ リ カ 会 計 学 会 「基 礎 的 会 計 理 論 」 （Ａ

Ｓｔａｔｇｍｅｎｔ ｏｆ Ｂａｓｉｃ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ
Ｔｈｅｏｒｙ，

１９６６
、
）
、

１６〕ベ
ッ ド フ ォ ー ド （Ｎ

．
Ｍ

．
Ｂｅｄｆｏｒｄ）

、
「 変

化 す る 社 会 に お け る 会 計 の 将 来」 （“ ｅ Ｆｕｔｕｒｅ ｏｆ Ａ㏄ｏｕｎ亡ｉｎｇｉｎａ Ｃｈａ ㎎ｉ㎎ Ｓ㏄ｉｅｔｙ，
１９７０）、

（７〕アメ リカ 会 計 学 会 「会 計 理 論 お よ び 理 論 承 認」 （Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ㎝ Ａ㏄ｏ㎜ｔｉ㎎ Ｔｈｅｏｒｙ ㎜ｄ
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Ｔｈｅｏｒｙ Ａ ㏄ｅｐｔａｎｃｅ，１９７７） 、 １８）マ テ シ ッ チ、 「規 範 会 計 理 論 一 失 わ れ た パ ラ ダイ ム 、 回 復 し

た パ ラ ダ イ ム 」 （Ｏｎ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｎｏｒｍ ａｔｉｖｅ Ａ ㏄ｏ皿ｎｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ ： Ｐａｒａｄｉｇ ｍ Ｌｏｓｔ
，

Ｐｒａｄｉｇｍ Ｒｅｇａｉｎｅｄ ？
，

１９９２）６〕
ｏ

会計 学 の 方 法 論 に 関 して は、 上 述 し た プ リ ンス の 会 計 理 論 の 領 域 の 拡 大 や ヘ ン ドリ ク セ ン

の よう な 詰 種 の ア プ ロ ー チ の 研究 （１．演 繰 的 推 理 お よ ぴ公 理 的 方 法、 ２．帰 納 的 方 法、 ３．実 用

主 義 的 ア プ ロ ー チ ま た は コ モ ン ・ ロ ー ・ ア ブ ロ ー チ 、 ４．倫 理 規 範 的 方 法、 ５。伝 達 理 論 的 ア プ

回 一 チ、 ６．行 動 学 的 ア プ ロ ー チ、 ７．社 会 学 的 方 法）、
バ ー ク の 客 観 性 問 題 に み ら れ る よ う な

他 の 社 会 科 学 と の 相 互 関 係、 さ ら に は アメ リ カ 会 計 学 会 の 基 礎 的 会 計 理 論 の よ う な 会 計 情 報

論 へ の 重 点 の 移 行 な ど、 そ こ に は 研 究 対 象 の 広 が り、 会 計 目 的 の 多 様 化 と 変 化・ 会 計 技 術 の

発 展 を め ぐっ て 大 き な展 開 が 理 解 さ れ る。 研 究 範 囲 の 拡 大 と い う 点 で は、 自 然 科 学 や 他 の 社

会 科 学 の 援 用 あ る い は 導 入 と い う こ と が 要 請 さ れ る。 ま た 会 計 の 目 的 と いう 点 で は、 組 織 や

個人の倫理や規範が対象とされるものと思われ 孔

こ の よ う な 視 点 を 体 系 的 に 示 した もの と し て、
ベ ッ トフ ォ ー ド は・ 会 計 が 以 下 の よ う な 領

域 の 研 究 に 手 を 広 げ 得 な い 理 由 はな ん ら な い と 主 張 す る７㌧

ｌ１〕人 間 お よ び 組 織 の 行 動 と 動 機 の 本質 （心 理 学 お よ び 社 会 学）。１２）人 間 の 行 動 は い か に あ

る ぺ き か の 決 定 （倫 理 学）。 制 あ ら ゆ る 種 類 の 活 動 を 開 示 す る の に 有 用 な 測 定 方 法。 ω 伝 達

方 法。１５〕論 理 体 系。

そ こ に は、 社 会 科 学 と し て の 会 計 が、 組 織 研 究 を 中 心 と した 時 代 か ら 組 織 を 構 成 す る個 人

指向の研究を通じて、 組織 （企業等） の再構築をはかる理論形成へと大きく胎動しているブ

ロ セ ス を 理 解 す る こ と が で き る。

皿． 規筒 的会 計理 論 一社 会報 告 会計 と の関 連 性一８）

今 日、 社 会 経済 の 国 際 化 と い う 時 代 転 換 に 対 応 して、 会 計 あ る い は 他 の 社 会 科 学 か ら の ア

ブ回 一 チ と し て、 消 賓 者 あ る い は市 民 生 活 に 関 す る 会 計 情 報 の 充実 と発 展・ 企 業 ・ 政 府 と い

う 伝 缶 的 な 支 配 体 制 に 対 す る 構 造 的 な 批 判 と して の ドイ ツ や イ ギ リ ス の 批 判 会 計 （ＣｒｉｔｉＣａｌ

ａ㏄Ｏ㎜ｔｉ㎎） や 規 範 的 会 計 理 論 （マ テ シ ッ チ 等） が見 直 さ れ た り 注 目 さ れ る 背 景 が 指 摘 さ れ

る。 す な わ ち、 会 計 に 関 す る 何 ら か の 国 際 的 パ ラ ダイ ム ヘ の 待 望 論 で あ 乱

最 近、 ア メ リ カ を 中 心 と し て 台 頭 し て き た 実 証 的 会 計 研 究 （ｐｏＳｉｔｉｖｅａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） に 対 比

さ れ る も の と して、 規 範 的 会計 理論 の 形 成 を は か る 一 連 の 研 究 成 果 が ドイ ッ や イ ギリ ス を中

心 と し て 注 視 さ れ て い る。 す な わ ち、 実 証 的 会 計 研 究 に 没 頭 した１Ｏ年 間 を 経 過 ［こ の期 間 中

は、 規 範 的 会 計 理 論 と い う 概 念 を 用 い る こ と は 指 導 的 な 会 計 研 究 者 の 精 神 的 聖 地 （ｉｍｅｒ

ＳａｎＣｔｕｍ） に 範 を とっ て 軽 視 さ れ て き た］ し た が
、 こ の 領 域 を 破 っ て、 学 間 の 規 範 的 側 面 に

関 心 を 取 り 戻 す 時期 に あ る と い う 指 描 が な さ れ て い るＩ〕
。

初 期 の ドイ ツ に お け る 体 系 的 な 倫 理 的 一 規 範 的 論 理 は シ ェ ア ー （Ｊ．Ｆ．Ｓｃｈ身ｒ） と ニ ッ ク
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リ ッ シ ュ （Ｈ．Ｎｉｃｋｌｉｓｃｈ） に よ っ て２０世 紀 初 頭 に 論 じ ら れ て い 孔 そ れ は・ 第 ２ 次 世 界 大 戦

後 の 英 米 諸 国 の 規 範 論 と はか な り の差 異 が み ら れ る が、 両 者 の 主 張 は、 実 業 家 （ｂｕｓｉｎｅｓｓ－

ｍａｎ） は個 別 企 業 ま た は 個 人 に 最 も 役 立 っ と こ ろ の 利 益 を 極 犬 に す る こ と で は なく て、 社 会

全 般 に 役 立つ 効 率 と 業 績 （ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙａｎｄｐｅｒｆｏ ｍａｎ㏄） を 最 犬 に す べ き で あ る と い う 明 確

な 倫 理 的 思 考 に あ っ た１０〕
。

初 期 の 規 範 的 一 倫 理 的 会 計 あ る い は 企 業 論 の 台 頭 は、 ドイ ツ の ２ つ の 対 立 す る 経 済 学 者 の

闘 の 「価 値 中 立 性」 （Ｔａｌｕｅｎｅｕｔｒａ１ｉｔｙ） ま た は 「 価 値 判 断 論 争 」 （Ｗｅｒｔｕｒｔｅｉ１ｓｓｔｒｅｉｔ… ２０世

紀 初 頭） と 緊 密 な 関 係 を も っ て い た と い う 点 に 注 目 す る 必 要 が あ る１１）
。 価 値 判 断 論 争 は、 社

会 科 学、 と り わ け 経 済 学 の 認 識 の 客 観 性 を 保 持 す る た め に、 社 会 倫 理 的 な 価 値 判 断 を、 そ れ

も主観的な価値判断を排除するものであって、 資本主義の精神は明らかに歴史的な価値意識

で あ る こ と か ら・ ウ ェ ー バ ー 等 の 没 価 値 性 も・ こ の よ う な 価 値 意 識 を 一 応 想 定 し な が ら・ こ

れ を 目 的 ・ 手 段 の 適 合 関 係 を 客 観 的 に 科 学 的 に 分 析 す る こ と で、 概 念 的 に 再 構築 を 計 っ た も

の と 言 わ れ る１２〕
。

リ ト ル ト ン （Ａ．Ｃ．Ｌｉｔｔｌｅｔ㎝） に よ れ ば・ 会 計 は 経 済 学 と 統 計 学 に 最 も 密 接 に 関 係 し て 発

展 して き た も の で あ る と し て、 以 下 の よ う に 述 べ て い る聞〕
。

「経 済 学 は富 の 創 造 お よ ぴ 消 費 の 場 合 の 人 間 活 動 につ い て 多 く の 異 な っ た・ ま た 時 と し て

相 反 す る 理 論 を 総 合 し た 原 理 の 一 体 で あ る と 考 え ら れ る。 そ の 関 心 の 中 心 は富 で あ る。 富 に

関 す る 側 面 は 会 計 の 関 心 の 中 心 に おい て も ま た 見 出 さ れ る。」

上 述 の規 範 的 パ ラ ダイ ム の 倫 理 的 側 面 は・ 第 ２ 次 世 界 犬 戦 後 に 忘 却 さ れて しまっ て いた が・

ホ ッ ブ ウ ッ ド を 中 心 と し て、 １９７０年 代 以 降 イ ギ リ ス 規 範 学 派 （Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｎｏ ｍ ａｔｉｖθ Ｓｃｈｏｏ１）

に よ る 規 範 的 一 倫 理 的 思 考 の 展 開 を み て い る。

マ テ シッ チ に よ れ ば、 上 述 した 規 範 的理 論 が１９３０年 代 の ドイ ツ か ら１９７０年 代 あ る い は１９８０

年 代 の イ ギ リ ス ヘ と、 ４０年 間 か ら５０年 間以 上 の 大 飛 躍 し た の は、 １９３０年 代 と１９８０年 代 の 間 に

倫 理 的 一 規 範 的 と み な さ れ る 大 き な 会 計 の 動 向 が 存 在 し な か っ た ［社 会 的 公 平 （Ｓ㏄ｉａ１

ｅｑｕｉｔｙ） と い う 理 論 に よ っ て 経 済 的 原 則 を 補 足 す る と い う 意 味 に お け る］ こ と に よ る。 こ の

期間中の会計研究の大部分は・ 記述的であるか分析的であり・ それは主として実用主義的研

究 一 規 範 的 お よ び 統 計 的 一 と、 経 験 的 研 究 の ２ っ に 分 類 さ れ た１’〕
。

上 述 のイ ギ リ ス 規 範 学 派 は 以 下 の 関 遵 領 域 に 分 類 さ れ る１５〕
。

ｌ１） 説 明 理 論 （ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｖｅ ｐｅｒｓｐ㏄ｔｉｖｅ）。 こ れ は ホ ッ プ ウ ッ ド や ク ー パ ー （Ｄ．Ｊ．

Ｃｏｏｐｅｒ） 等 に よ っ て 代 表 さ れ る 流 れ で、 こ の 学 派 の 特 質 は、 実 証 的 一 科 学 的 理 論 と は 正 反

対 で、 会 計 が 実 体 （ｒ６ａ１ｉｔｙ） を 示 す と い う 考 え を 排 し て、 む しろ 会 計 は 実 体 を っ く り 出 す

も の で あり、 し か も 強 い 儀 式 的 意 味 を 持っ と 主 張 す る。 そ して、 会 計 は 主 体 と 客 体 と の 相 互

関 係 を 重 視 し、
シス テ ム と そ の 構 造 の 間 の 相 互 依 存 関 係 を 強 調 して い る。 こ の よ う に 会 計 は

中 立 的 で は なく て、 そ れ が 創 り 出 す の に 手 を 貸 す と こ ろ の 社 会 的 結 果 に 対 し て 責 任 を 持 た な
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く て は な ら な い と さ れ る。

１２〕 批 判 的 一 急 進 的 理 論 （Ｃｒｉｔｉｃａ１－Ｒａｄｉｃａ１Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ）。 こ の 学 派 は、 テ ィ ン カ ー （Ａ．

Ｍ．Ｔｉｎｋｅｒ） や レ ー マ ン （Ｃ．Ｒ．Ｌｅｈｍａｎ） 等 に よ っ て 支 持 さ れ る 急 進 的 な 流 れ で・ 理 論 を 判

断す る 基 準 は 「情 況 一範 囲」 （ｃｏｎｔｅｘｔ－ｂｏｍｄ） で あ る こ と か ら 歴 史 的、 民 族 学 的 研 究 や ケー

ス ・ ス タ デ ィ ー が 一 般 に 利 用 さ れ る。 こ の 考 え の も と で は、 会 計 は 中 立的 な用 具 で はなく て、

階級 間 の 社 会 的 コ ンフ リ ク ト や コ ント ロ ー ルと い う 問 題 に 重 点 が 置 か れ 孔

彼 ら の 考 え 方 は・ 会 計 研究 を 社 会 的 批 判 と し て 主 張 し、 社 会 的、 経 済 的 お よ び 政 治 的 利 害

の不 可 分 性 を 主 張 す る。 し か し、 こ の よ う な 研 究 が 社 会 的 に 容 認 さ れ る理 論 と な る に は な お

問 題 が 残 さ れ て い る と い う 意 見 が 内 部 的 に も見 受 け ら れ る。

制 そ の 他 の 規 範 学 派。 ① ブ リ ロ フ （Ａ．Ｊ．Ｂｒｉｌｏｆｆ） と ガ ー （Ｊ．Ｃ．Ｇａａ）。
ブ リ 回 フ は イ

ギ リ ス の 規 範 学 派 に 必 ず し も 結 び 付 か な い が、 会 計 お よ び経 営 に 関す る高 度 の 基 準 を 提 言 し

て い る。 ま た ガ ー は、 社 会 的 一 契 約 理 論 （Ｓ ㏄ｉａ１－Ｃｏｎ伍ａｃｔ Ａｐｐｍ ａｃｈ） を 展 開 し て い る。 ②

社 会 会 計 。
ベ ル カ オ ウ ィ （Ａ

．
Ｂｅ－１ｋａｏｕｉ）

、
ノ リ ー ン （Ｅ

．
Ｎｏｒｅｅｎ）

、
チ ィ ー （Ｓ． Ｋ．Ｃｈｉ） 等

を 中 心 と す る 一 連 の 研 究 者 で、 そ の 主 張 は社 会 責 任 会 計、 環 境 会 計、 社会 経 済 会 計 と い う よ

う な 名 称 で 知 ら れ て い る が、 そ れ は し ぱ し ぱ社 会 会 計 と い う 用 語 で要 約 さ れ て い る。 ペ ル カ

オ ウ ィ は・ 労 働 者・ 消 費 者・ 環 境・ 公 害・ 国 際 的 協 働 等 に っ いて の価 値 判 断 に 焦 点 を 置 い て

い る が、 特 定 か っ 詳 細 な 規 範 の 形 成 を 必 ず し も 行 っ て い な い’①
。 ま た、 ノ リ ー ン は、 エ イ ジ ェ

ン シィ ー 理 論 に 立 っ て、 倫 理 的 態 度 の 改 善 によ る 経 済 的 優 位 性 の 考察 を行 っ て い 孔 上 述 し

た 社 会 会 計 の 主 張 は 、 エ ス テ ス （Ｒ
．

Ｗ
，

Ｅｓｔｅｓ）
、

ジ ョ ン ソ ン （Ｈ
．

Ｌ
．

Ｊｏｈｎｓｏｎ）
、

リ ノ ウ ズ

（Ｄ．Ｆ．
Ｌｉｎｏｗｅｓ） 等 の アメ リ カ を 中 心 と し た 企 業 社 会 会 計 の 一 連 の 研 究 成 果 と 相 互 に 強 い 関

遵 性 を 持 っ て い る。

こ こ で は・ 社 会 報 告 会 計 と い う 研 究 領 域 を策 定 す る と い う 意 味 で・ 拙論 の 主 張 に 比 較 的 近

い と 思 わ れ る 理 諭 的 ア プ ロ ー チ を 考 察 した。 そ こ に は、 ω ドイ ツ の規 範 的 一 倫 理 的 会 計 理 論

の 再 興、１２〕経 済 理 論 の 会 計 理 論 形 成 へ の影 讐、（３賭 種 の 会 計 規 範 理論 の分 化、 さ ら に、１４〕経

済 活 動 の 国 際 化、１５）米 ソ ２ 極 対 立 の 終 焉 と 社 会 主 義 支 配 体 制 の 後 退 に よ る、 国 家 ・ 企 業 組 織

の 再 権 築 に と も な っ て、 市 民 的 視 点に 立 脚 し た 組 織 の 社 会 的 ・国 際 的 責 任 を 追 求 す る 社 会 会

計 や 社 会 責 任 会 計 へ の 新 しい 発 展 を指 摘す る こ と が で き る。

１Ｖ． 会計発展の時代区分と動態的考察

ジ ョ ン ソ ン （Ｈ．Ｌ，Ｊｏｈｎｓ㎝） の 発 展 年 譜 表 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ （ａ㏄ｏ㎜ｔａｂｉ１ｉｔｙ： 会 計

責 任） に 関 す る 認 識 上 の 発 展 に 示 さ れ る よ う に、 ５０年 前 の株 主 に 年 次 財 務 報 告 書 を 提 供 し た

り、 そ れ を監 査 す る と い う こ と は 比較 的ま れ な 出 来 事 で あり、 ニ ュ ー ヨ ー ク 証 券 取 引 所 が 最

初に年次報告書の提出を要請した１９２６年以前は、 株主の利用目的用の報告書の作成と提示を

行 っ て いた 会社 は、９５７社 中３３９社 と き わ め て 限 定 さ れて い た帥
。
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会 計 発 展 の 歴 史 は、 以 下 の ３ 段 階 に 大 別 で き る も の と 思 わ れ る。

第 １ 段 階 は、 第 ２ 次 世 界 犬 戦 中 あ る い は 戦 後 （１９４０年 代） を 中 心 と した 原 価 会 計、 原 価 ・

生 産 統 計、 原 価 分 析 さ らに は 政府 会計、 計 画 ・ プロ グ ラム、 予 算 方 式 と か な り 軍 事 生 産、 生

産 性、 公 共 プ ロ グラ ム （そ の 効 率 性） 等 が 主 流 を 占 め て い る こ と が 理 解 さ れ る。

第 ２ 段 階 は・ 戦 後 の 比 較 的 平 和 経 済 下 に 入 っ て は、 税 務 会 計、 経 営 管 理 サ ー ビス、 経 営 科

学・ 費 用 ・ 便 益 分 析、 意 志 決 定 論、 情 報 シ ス テ ム 論、 サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス、 コ ン ピュ ー タ ー、

ト ー タ ル・ シス テム 設 計 と・ 会 計 学 以 外 の 学 問 ・ 技 法 の 採 用 に よ る よ り 科 学 的 色 彩 が 強 化 さ

れて、 情報化時代に対応した企業活動の量的発展と合理化、 これに対応する組織的再編成が

み ら れ た 時 期 で あ っ た。

第 ３ 段 階 は、
’１９７０年 代 以 降 の新 し い 新 機 軸 と も言 わ れ る 発 展 で あ っ て、 そ れ は、 現 在 で も

そ の 萌 芽 の 段 階 に あ 孔 す な わ ち、 社 会 会 計 （Ｓ㏄ｉａ１ａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ）、 人 間 資 源 の 価 値 （ｍａｎ－

ｐｏｗ６ｒ ｖａｈ 朗）・ 人 間 行 動 （ｈｕｍａｎ ｂｅｈａｖｉｏｒ） さ ら に は 環 境 会 計 等 を 中 心 と し た 個 人、 社 会、

人 間 行 動 へ そ の 重 心 を 移 行 さ せ っ っ あ る と こ ろ の、 生 活 の 質 を 中 心 と し た 社会 的 ・ 文 化 的 レ

ベ ル向 上 を 指向 す る 会 計 理 論 の 形 成 期 と い う こ と が で き る。

バ ラ ドウ ニー （Ｖ・Ｂａ１ａｄｏ㎜ｉ） は、 時 代 区分 は 発 生 し た 事 象 を 識 別 す る も の で も な く、

そ う した 事 象 の 意 味 を説 明 す る 問 題 で も な い と 主 張 す る蛆〕
。

バ ラ ドウ ニ ー は、 時 代 区 分 は 時

代 が 創 り 出 さ れ る プロ セ ス で あり、 時 代 区 分 の ブロ セス は、 変 化 す る 期 間 と 複 雑 性 の 度 合 の

両 者 に 適 応 す る 整 然 と した 発 展 パ タ ー ンを 示 す と 主 張す る１９）。

自 然 科 学 に お い て、 発 展 の プロ セス は 一 般 に 膨 張 と 収 縮 と い う 活 動 ま た は 事 象 の ２ っ の 変

化 す る サ イ ク ル が み ら れ る と さ れ て い る が、 ボ ー ナ ー （Ｊ．Ｔ．Ｂ ㎝ ｎｅｒ） に よ れ ぱ、 そ れ は 創

造 プ ロ セ ス （膨 張） と 抑 制 プ ロ セ ス （収 縮） で あ っ て、 前 者 は 建 設的 でま た進 歩 的 で あ り、

後 者 は、 創 造 プ ロ セ ス の チ ェ ッ ク、 指 導、 さ ら に 誘 導 の 特 質 を もっ勤
。 上 述 した 観 点 か ら、

バ ラ ドウ ニー は 発 展 の ５ つ の 側 面 を 以 下 の よ う に展 開 す る阯〕
。

（１〕 起 源 （ｏｒｉｇｉｎａｔｉ㎝） 起 源 は以 前 の制 度 あ る い は時 代 の 崩 壊 か ら 生 じ 孔 そ れ は、 ど

ち ら か らと い え ぱ不 完 全 で あ る が、 独 特 な 対 象 が現 れ る 危 険 な 時 点 で あ る。 そ れ は、 以 前 の

退 歩 す る シス テ ム か ら は本 質 的 に 自 由 で あ っ て、 そ の現 れ る対 象 は一そ れ が会計概 念、 フ レー

ム ワ ー ク ま た は結 合 であ れ 一欲 迎さ れ る 現 境 の 中 で 成 長 した り あ る い は 発 展 す る 準 備 が でき

て い る。 しか し、 新 し い環 境 は不 愉 快 な 驚 き （出 来 事） を も た ら す か も し れ な い。 正 常 な 発

展 と 変 化 は 決 して 保 証 さ れ て い な い。

② 進 歩 的 分 化 （ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉ㎝ ） 対 象 は、 そ の 起 源 ま た は 初 期 の 状 況 に お

い て は 幾 分 は 無 形 で あ り、 明 確 な 形 態 と か 特 質 に 欠 け る。 そ れ は 知 覚 （ｐｅｒｃｅｐｔ） と 概 念

（ｃｏｎｃｅｐｔ） に よ っ て 理 解 さ れる。 知 覚 は 事 柄 （概 念） の理 解 で は なく、 そ れ に 気 づ く こ と で

あ る。 知 覚 は、 人 々 が そ れ に 内 容 を 付 与 す れ ぱ 概 念 と な る。 分 化 の 側 面 で は、 知 覚 は特 定 の

特 質 を もち は じ め る。 こ の 明 確 な 特 質 は 概 念 発 達 の 構 成 要 素 と な る。



８ 科学技術の発展と会計 （木下）

１３〕 体 系 化 （ｓｙｓｔｅｍａｔｉｚａｔｉｏｎ） 進 歩 的 分 化 は、 対 象 そ れ 自 体 を 部 分、 下 位 部 分、 さ ら に

下 位 部 分 へ と 分 難 して い る局 面 と す れ ぱ、 体 系 化 は、 部 分 が 相 互 に 関 連 をも っ 局 面 で あ る。

す な わ ち そ れ は、 現 境 の 内部 で 新 し い 立 場 に 対 し て 適 切 な 構 造 を 創 り 出 す た め に 部 分、 下 位

部 分 等 が 相 互 に 関 連 を もっ プ ロ セ ス と い え る。

１４） 統 合 （ｉｎｔｅｇｒａｔｉ㎝） こ の 局 面 に お い て は、 発 展 す る 対象 あ る い は シス テ ム は、 そ の

構 造 的 ・ 機 能 的 完 全 形 態 （全 体） に 到 達 す る。 そ れ は 多 様 な 要 素 を 新 し い統 合 に 向 か っ て 融

合 し整 序 す る 傾 向 で あ る種）
。 そ れ は、 構 造 的 観 点 で は 均 衡、 対 称、 調 和 を 意味 し、 機 能 的 観

点 で は、 可 能 な 限 り のエ ネ ル ギ ー 支 出 の 極 小 化 傾 向、 あ る い は安 定 し た 状況 ま た は単 に 現 境

と の 良 好 な 適 応 関 係 をさ す が、 そ れ は自 己安 定 化 と 自 己 組 織 化 （新 し い レベ ル の 複 雑 性） を

示 す。

１５〕 進 歩 的 分 雌 （ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｓｅｇｒｅｇａｔｉ㎝ ）

シス テム は、 自 己 安 定 化、 自 己組 織 化 に 対 す る 能 力 が不 十分 で あ れ ぱ、 そ れ は 進 歩 的 分 離

の 局 面 に は い る。 そ こ で、 全 体 と し て の シス テ ム は 徐 々 に 崩 壊 す 孔 こ れ ま で 確 立 さ れ た 構

造 的 ・ 機 能 的 統 一 性 あ る い は完 全 性 は 部 分 に 道 を ゆ ず り、 そ の 結 果・ 部 分 は 自 己 の 限 定 さ れ

た 目 的 を 追 求 す る。 そ して 部 分 ま た は 下 位 シス テ ム は、 新 し い 環 境 の 挑 戦 に 挑 む た め に エ ネ

ル ギ ー を 集 中 し て 窮 境 か ら脱 出す る 道 （変 化 ま た は変 形） を 見 出 そ う と す る。 そ して 新 しい

環 境 に 対 応 し て 新 しい シス テ ム づく り （よ り 高 次 の発 展 的 複 雑 性 を もつ） を 目 指 す。

バ ラ ド ウ ニ ー の 見 解 は、 組 織、 制 度 （マ ク ロ ・ ミ ク ロ レ ベ ル） は、 研 究 の 歴 史 的 見 方 と し

て 常 に そ れ を 環 境 と の 関 連 で 考 察 す る こ と の 必 要 性 と、 上 述 した 発 展 モ デ ル にお いて は、 活

動 シ ス テ ム と そ の 環 境 は常 に 変 化 す る と いう 発 展 につ い て の 動 態 的 把 握 に立 脚 し て い る の が

そ の 特 質 と い え よ う邊〕
。

さ ら に ア ー リ ン ト ン （Ｃ．Ｅ．Ａｒｒｉｎｇｔ㎝） 等 は、 会 計 の 技 術 的 側 面 を 難 れ て、 そ の 動 態 的

役 割 を 以 下 の よ う に述 べ て い る別〕
。

「会 計 は、 経済 的 効 率 性 の 受 動 的 な 用 具 で あ る と い う 考 え 方 を 変 え る こ と が 可 能 で あ る。

そ う で は なく て、 会 計 の 歴 史 は、 技 術 的 な 合 理 性 も 必 然 的 な 発 展 を も 反 映 す る こ と の な い と

ころ の、 経済 的、 政 治 的、 偶 発 的 な 相 互 事 象 の 複 雑 な 巣 （ｗｅｂ） と して 理 解 さ れ る。」

こ の よ う に 考 え た 場 合、 会 計 と 環 境 が 相 互 に 関 連 を もち、 相 互 に そ の 行 動 に 影 響 を 及 ぼ す

こと が 理 解 さ れ よ う。 会 計 学 は 静 態 的 な 見 方 と 動 態 的 な 見 方 の 両 者 が 必 要 と さ れ る が、 こ れ

ま で、 後 者 の 立 場 か ら の 論 及 が 比 較 的 に 限 定 さ れ て き た背 景 に は、 そ の 実 践 的 側 面 の 重視 に

よ る そ の 機 能 的 制 約、 す な わ ち 研 究 領 域 の 限 定 性、 発 展 形 態 と し て の パ ルス （膨 張 と 収 縮）

の脆弱性 （会計が経済システムの下位機能を分担するという意味で現境変化から受ける影響

が 間 接 的 で あ る。 従 っ て、 教 育 ・ 研 究 上 の こ う し た 動 態 的 考 察 に 対 す る 意 義 が 間 わ れ よ う。



社 会関連会計研究 第６号

Ｖ． 会 計研 究 の 課題

これまでの考察を通じて、 文明後社会あるいは国際市民社会という来るべき技術史感的社

会 観 に 立 脚 した 場 合、 こ れ ま で の 単 に 営 利 ・ 非 営 利 と い っ た 伝 統 的 な 組 織 の 価 値 観 は かな り

修 正 な い し 変 革 を 余 儀 な く さ れ る も の と 思 わ れ る。 す な わ ち、 労 働 観、 生 活 立 地 （居 住 地）、

言 語、 生 活 の 質 （国 際的 文 化 価 値 の 比 較）、 市 民 生 活 の 健 康 ・ 安 全 （高 齢 化 社 会） 等 は、 市

民 側 の 選択 に 大 き く ゆ だ ね ら れ る こ と に な ろ う。 そ の 段 階 に お い て は、 こ れ ま で と は 逆 に、

政 府、 企業 は む しろ 市 民 側 の 選 択 対 象 に 置 か れ る こ と が 予 想 さ れ る。 す な わ ち、 諸 資 源 の 利

用 に 関 す る 社 会 的 ・ 公 共 的 ア カ ウ ンタ ビリ テ ィ の 間 題 で あ る。

今 後 の会 計 排 究 領 域 に お い て は、 単 に 資 源 の 私 的 利 用 に 限 定 さ れな い で、 マ ク ロ 的 な 意 味

で の 社 会 的 利 用 （グロ ー バ ル な利 用 を 含 め て） と い う 観 点 も 付加 す る こ と に よ っ て、 そ の 公

正 か っ 適 切 な 利 用 が 促 進 さ れ る も の と 確 信 す る。 そ れ は、 単 に企 業 の 経 済的取 引 のみ な らず、

個 人 お よ び公 的 組 織 を も そ の 中に 網 羅 し た 意 味 で の、 す な わ ち、 経 済 主体 が 不 可 分 な 形 態 を

も っ て、 そ の 資 源 利 用 に 関 す る 公 正 性、 効 率 性、 適 正 性、 経 済 主 体 の 貢 献 性、 開 放 性 と い う

よ う な 視 点 で、 国 際 的 な 文 化 発 展 に 寄 与 す る こ と が 可 能 と な る よ う に 考 え て い る。

こ こ で は、 文 明 後 社 会 に お け る 会 計 が指 向 す る １ つ の 方 向 と して、 そ の 根底 に 将 来 ω 経 済

主 体 〔企 業、 個 人、 公 的 組 織〕 に お け る 会 計 情 報 （補 足 的、 自 発 的、 定 性 的な 非 財 務 情 報 を

含 む） の 開 示 の 拡 大 …… 社 会 報 告１２〕グロ ー バ ルな 環 境、 資 源 の 利 用 に お け る 公 正 性 と適 正 性

（マ ク ロ 情 報と の 連 結）１３）上 述 の ω お よ び１２）の 観 点 か ら の 組 織 間 の 開 放 性 指 向
’
（目 標、 成 果

配 分・ 労 働 条 件、 製 晶 ・ 商 晶 ・ サ ー ビス 等 の 価 値、 社会 的 ・ 国 際 的 貢 献 等） と 相 互 比 較 の 促

進１４〕社 会 科 学 の 他 の 研 究 領 域 の 学 際 的 研 究 の 必腰 性 と
、 文 化 的 差 異 の 国 際 比 較、 会 計 研 究 ・

教 育 の 国 際 的 協 力 ・ 協 調 が 重 要 な 意 義 を も っ も の と 結論 さ れ る。 こ れ に よ っ て 資 本 主 義 社 会

は 国 際 的 視 点 に お い て 諸 資 源、 権 限 の 相 対 的 な 偏 在 を是 定 し、 文 化 的 な 生 活 の 質 を 向 上 さ せ

る社 会 実 現 の 可 能 性 を 模 索 す る こ と が 可 能 と な ろ う。

上 述 し た 観 点 に た っ て、 本 論 文 は、ｌ１脹 統 的 な 財 務 報 告 会 計 の 時 代 か ら、 現 段 階 に お ける

ような１２）経営実態開示を重視する時代、 将来はさらに１３〕政府および企業組織の市民化する時

代 に お け る 経 済 主 体 （政 府、 企業、 個 人） の 財 務 報 告 と 非 財 務報 告 を 網 羅 して い く 意 味 で の

社 会 報 告 会 計 の 確 立 が 徐 々 に 要 請 さ れ る も の と 考 え る。 会 計 が社 会、 経 済、 文 化 に よ っ て 影

響 を 受 け てき た こ れ ま で の 視 点 に加 え て、 会 計 が 逆 に 社 会、 経 済、 文 化 （発 展） に 貢 献 し得

る か と い う ア プ ロ ー チ も 要 請 さ れ るこ と に な ろ ㌔
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経 済 社
，
１９７８年

，
１６－１７頁

。

６） Ｒ
．

Ｍａｔｔｅｓｓｉｃｈ
，

Ｏｎ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｎｏｒｍ ａｔｉ鴨 Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ： Ｐａｒａｄｉｇｍ Ｌｏｓｔ
，

Ｐａｒａｄｉｇｍ Ｒｅｇａｉｎｅｄ？
，
ｉｎ Ａ

．
Ｔｓｕｊｉ （ｅｄ

．
）
，

０ｏ〃ｅαｅｄ Ｐαρｅｒ ｏゾ τんｅ ８ わ 肋 Ｗｏｒ〃 Ｃｏπｇ 肥ｓｓ ｏゾ

λ ｃｃｏ 〃π 疵π ８ 亙ｆｓ 如 ｒ｛απ８ 皿
，

（Ａ ｃｃｏ ｕｎｔｉｎｇ Ｈｉｓｔｏｒｙ Ａ ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
，

１９９２）
， ｐｐ－

９３７－９７３
－

７） Ｎ．
Ｍ

．
Ｂｅｄｆｏｒｄ

，
〃 ｃｏ ㎜ｅ Ｄｅ 柳 ㎜ 加 ωｆｏπ 舳 εｏ り，

λπ λ ㏄ ｏ山 棚 π８ 〃 α腕 舳 ｏｒ危
，

（Ａｄｄｉｓｏｎ－

Ｗｅｓ１ｅｙ Ｐｕｂ１ｉｓｈｉｎｇ Ｃｏｌ，
１９６５）

，ｐ．６． 大 載 俊 哉 ・ 藤 田 幸 男 共 訳 ｒペ ッ ド フ ォ ー ド 利 益 決 定 論 一 会

計 理 論 的 フ レー ム ワ ー ク ー」 中 央 経 済 杜．１９８４年，８ 頁。

８） 社 会 報 告 会 計 の 概 要 は、 以 下 の 通 り で あ る。

社 会 報 告 会 計 と は、 経 済 主 体 （公 的 組 織、 企業 お よ ぴ 個 人 を 合 む） の 経 済 活 動 の 社 会 的 イ ン パ ク ト

（業 績） を 社 会 全 体 に 報 告 （段 階 的 プ ロ セス を 経 て） す る 会 計 で あ る。 こ の 概 念 の も と で は 伝 統 的 な

私 的 ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ を そ の 中 に 内包 す る こ と に な る が、 そ れ は、 稀 少 資 源 （資 金、 信報、 スタ ッ

フ、 環 境、 資 源 等） の 利 用 に 関 して、 そ の 社 会 的 ・ 国 際 的 責 任 （私 的 契 約 の 有 無 ・ 財 務 的 ・ 非 財 務

的 詰 活 動 に関 係 なく） を 有 す る 活 動 を 識 別 し・ 測 定 し、 報 告 す る 会 計 （社 会 監 査 を合 む） で あ 孔

９） Ｒ
．

Ｍ ａｔｔｅｓｓｉｃｈ
， ｏｐ．ｏｉｔ

．， ｐ．９３７一

多 く の 研 究 者 は、 漬 縁 的 （ｄｅｄｕｃｔｉｖｅ） と い う 用 語 と 規 範 的 （ｎｏｒｍａｔｉｖｅ） と い う 用 語 を ほ と ん ど

同 簑 語 と し て 用 い て い る （ｐ．９４７．
）
。

１Ｏ） Ｉｂｉｄ
．， ｐ．

９３９．

シ ュ マ ー レ ン バ ッ ハ （Ｅ
．

Ｓｃｈｍ ａ１６ｎｂａｃｈ） も
、

一 時 期 （１９１９－１９３０ 年、 あ る い は そ れ 以 降） 会 計 お

よ び企 業 経 営 に 関 し て、 倫 理 的 一 規 範 的 立 場 に 立 っ て いた。 シュ マ ー レ ン バ ッ ハ は 伝 統 的 に 経 験 主

簑 者 （現 在 風 で い え ぱ 実 証 的 会 計 理 諭） と み な さ れ て いた。

１１） Ｉｂｉｄ．， ｐ． ９３９．

マ テ シ ッ チ は、 拙 論 文 で 関 連 を もっ も の と 思 わ れ る 規 範 学 派 をω イ ギ リ ス 規龍 学 派、１２虞 用 主義 的一

規 範 的 会 計 理 論 （Ｐｒａｇｍ ａｔｉｃ－Ｎｏｒｍ ａｔｉΨｅ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ） さ ら に・ マ テ シ ッ チ が 主 張 す る
・

１３１条 件 的 一 規 範 的 会 計 理 論 （Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａ１－Ｎｏｒｍ ａｔｉ冊 Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ） に ３ 分 類 し て い る
。

１２〕の 実 用 主 義 的 一 規 龍 的 会 計 理論 は、 １９５０年 代 か ら１９７０年 代 に か け て 世 界 的 に 発 展 を み た 規 範 的 会

計 理 論 で、 そ れ は ペ イ ト ン
、

ム ー ニ ッ ツ
、

チ ェ ン バ ー ス
、

ス プ ロ ー ズ、
ゴ ー ル ド バ ー グ、 井 尻、 ス

タ ー リ ン グ等 に 代 表 さ れ 乱 先 見 的、 倫 理 的、 社会 的、 方 法 論 的、 技 術 的、 法 的、 行 政 的 等 の 異 な

る 種 類 の 規 範 （ｎｏｒｍ） が 存 在 し て、 理 論 形 成 あ る い は シ ス テ ム 化 に 結 び 付 け ら れ る こ と は 確 か で

あ 孔 しか し、 上 述 の 研究 者 は、 そ の 前 提 に お いて 規 範 を 隠 す か 明 確 に 形 成 す る こ と を し な い。 も

し、 そ れ を して もそ の ど れ が 定 義 で、 ど れが 公 準ま た は 公 理 で あ る か を 示 して い な い。 こ の こ と が、

多 く の 伝 統 的 会 計 学 者 が 実 用 主 義 的 一 規 龍 的 理 論 の も と に 一 緒く た に さ れ て し ま う か の 理 由 で あ る



１２）

１３）

１４）

１５）

１６）

１７）

１８）

１９）

２０）

２１）

２２）

２３）

２４）

社 会 関 違 会 計 研 究 第 ６ 号 工１

（同 論 文ｐｐ．
９４６－９５１）。

１３）に つ い て
、

マ テ シ ッ チ は 以 下 の よ う に 主 張 し て い る
。

「条 件 的 一 規 範 的 会 計 理 論 は、 追 求 さ れ る 特 定 の 情 報 目 的 ま た は 目標 に 立 っ て、 異 な る 用 具 的 仮 設

［ｉｎｓｔｒｕ ｍｅｎｔａ１ ｈｙｐｏｔｈｅｓｅｓ （手 段 一 目 的 関 係） ］の 選 択 を 提 僕 す る 理 論 的 フ レ ー ム ・ ワ ー ク で あ っ

て 一 長 期 的 に 必 須 な も の で あ る。 会 計 理 論 の 重 要 な 役 割 の １ っ は、 特 定 の 目 的 に 要 求 さ れ る 諸 種 の

代 替 的 仮 設 の セ ッ ト を 創 り 出 す こ と で あ る。」 （ 同 論 文 ｐ．
９５２

，ｐ．
９７３

．
）
。

高 橋 泰 蔵 ・ 増 田 四 郎 編 ｒ体 系 経 済 学 辞 典」 （改 訂 新 版） 東 洋 経 済 新 報 社
，
１９７５年

，
２４８頁

，
（馬 場 啓 之

助 解 説）。

Ａ
，

Ｃ
．

Ｌｉｔｔ１ｅｔｏｎ
，

Ｓ 炉 砒ｃ 〃 ｒｅ ｏゾ λ ｃｃｏ阯π 虹πｇ τ んｅｏｒツ，
（ Ａ Ａ Ａ

，
１９５３）．

リ ト ル ト ン ｒ会 計 理 論 の 構 造』 大 塚 俊 郎 訳 東 洋 経 済 新 報 社，１９５５年，１３－１４頁。

Ｒ
．

Ｍ ａｔｔｅｓｓｉｃｈ
，

ｏｐ．ｃｉｔ．，ｐ．
９７１

．

Ｉｂｉｄ．， ｐｐ１ ９４２＿９４６１

Ｉｂｉｄ．、 ｐ．９４６．

Ｈ
．

Ｌ Ｊｏんπ８ ㎝
，

Ｄｆ８ｃｊｏｓ ｍ ｏゾ Ｃｏｒｐｏｒα亡ｅ ８ ㏄ 〃 Ｐｅげｏｒｍ απｃ グ Ｓ皿 ㎜εツ，
肋 α王阯 ω｛ｏπ，απｄ

Ｐｒｏｓρ ｅα ｓ，
（ Ｐｒａｅｇｅｒ

，
１９７９）

，ｐ．
４５

．

名 東 孝 二 監 訳 青 柳 清 訳 『ソ ー シ ャ ル ・ デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー の 新 展 開」 中 央 経 済 社
，

１９８０年
，

６９－７０

頁。

Ｖ
．

Ｂａ１ａｄｏｕｎｉ
，

Ｐｅｒｉｏ ｄｉｚｉｎｇ ｔｈｅ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎ ｇ Ｐａｓｔ： Ｉｓｓｕｅｓ ａｎｄ ａ ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ，
ｉｎ Ａ

． Ｔｓｕｊｉ

（ｅｄ。），
Ｃｏ〃ｅ 肋 ｄ Ｐαρｅｒ ｏゾ 肋ｅ 舳 ｆん Ｗｏｒ〃 Ｃ ㎝ ８ｒｅ８ｓ ｏゾ λ ㏄ ㎝ 棚 π８ 別 ８ωｒツ λ ｓ８ ㏄｛ω｛ ㎝

（Ｊ ａｐａｎ）
，

（１９９２）
， ｐ， １２０．

Ｉｂｉｄ．， ｐ．１２２．

Ｉｂｉｄ．， ｐ．１２４．

Ｉｂｉｄ
．， ｐｐ．

１２６＿ｉ２９
．

Ｉｂｉｄ
．， ｐ．

１２８
．

Ｉｂｉｄ
．， ｐｐ．

１２９＿１３０
．

Ｃ
．
１≡】

ｌ
Ａｒｒｉｎｇｔｏｎ ａｎｄ Ｊ

．
Ｒ

．
Ｆｒａｎｃｉｓ

，
Ｌｅｔｔｉｎ ｇ ｔｈｅ Ｃ ｈａｔ Ｏ ｕｔ ｏｆ ｔｈｅ Ｂ ａｇ ： Ｄｅｃｏ ｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ，

Ｐｒｉｖｉ１ｅｇｅ
，

ａｎｄ Ａ ｃｃｏｕｎｔｉｎ ｇ Ｒ ｅｓｅａｒｃｈ
．

λ ｃｃｏ “ 耐 ＝πｇ，
０ｒｇαπｆ ｍ 幼ｏπ８ απｄ ８ｏｃ｛ｅ 妙 ，

（１９８９ａ）
， ｐ．

２
．


